
伊賀市　事務事業評価シート ソフト事業

コード 名               称 コード 名            称

事業名 801 商工業振興経費
会計 01 一般会計
款 07 商工費

基本施策 45 住む人にとって魅力ある商店・商店街をつくる 項 01 商工費
目 02 商工振興費

担当部課名 産業振興部　商工政策課 細目 101 商工業振興経費
作成者氏名 川﨑末博 連絡先 22-9672　（内線2750） 細々目 01 商工振興経費

事業の計画・内容

事
業
の
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか）
中小企業者、商工会議所、商工会、商工団体 中小企業者に対し、事業資金借入に伴う保証料又は借入利子一部を補給

することにより、経営基盤の適正化を図る。　　商工会議所、商工会を通じ
商工業の育成と振興を図ることにより、商工業が活性化する

本
年
度
事
業
内
容

中小企業振興事業資金利子補給補助、小規模事業資金融資制度保証料補助、商工会議所及び商工会事業補助

開始年度 平成 16 年度 終了年度 平成 年度 根拠法令・要綱等 伊賀市補助金交付規則

投入資源 事業実績
H17 H18（予算） H19（予算）

活動指標 単位
実績値 目標値

①投入人員 正規職員     （人） 0.5 0.5 0.5 H17 H18 H19

保証件数 件 32 107 110

人件費合計（A） 3,600 3,600 3,600

②支出内訳 事業費（B) 55,973 57,568 55,930
利子補給件数 件 8 10 10（千円） 委託料 700 630 630

補助金 55,273 56,938 55,300

商工会議所加盟企業数 所 1636 1640 1645その他

合計（A+B) 59,573 61,168 59,530

③財源内訳 特定財源 国県支出金
商工会加盟企業数 所 939 945 950（千円） 地方債

受益者負担
その他特財

中小企業相談指導件数 件 5782 5800 5820一般財源 59,573 61,168 59,530

上記①～③に関する特記事項

評価指標
事業の目的の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位 H17 H18（目標） H19（目標）

商工会議所加盟企業数
加盟企業数及び相談指導件数を把握することで、市内商工業者の
活性化を知ることができる

所
1636

1640 1645
目標

（ ）

商工会加盟企業数
加盟企業数及び相談指導件数を把握することで、市内商工業者の
活性化を知ることができる

所
939

945 950
目標

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

保証料及び利子補給補助事業の制度の利用者が増加している傾向にあり、コスト削減は難しい。
商工会議所及び商工会へは、その事業に対し補助金支出の方法しかない

評
価

必要性 4
商工業の育成と振興を図るうえで、商工会議所及び商工会での市内商工業者に対する相談・指導は欠かせ
ないものであり、その運営補助は継続の必要がある
三重県の融資制度と強調しているため、中小企業者への補助の継続が必要

総合評価

有効性 4

Ａ達成度 4

効率性 4


	商工振興

